
市　報　に い が た
傷
み
防
止
の
た
め
、
霧
吹

き
で
湿
度
を
与
え
ま
す
。

そ
の
２
…
日
光
不
足
に

よ
る
株
の
徒
長
を
防
ぐ
た

め
、
日
中
は
日
当
た
り
の

よ
い
窓
辺
に
鉢
を
置
き
、

夜
間
は
室
温
が
急
激
に
下

が
ら
な
い
部
屋
の
中
央
部

に
鉢
を
移
動
す
る
な
ど
、

鉢
の
置
き
場
所
に
も
工
夫

が
必
要
で
す
。

さ
て
、
園
芸
セ
ン
タ
ー

の
温
室
で
は
、
シ
ク
ラ
メ

ン
、
プ
リ
ム
ラ
類
、
カ
ラ

ン
コ
エ
、
洋
ラ
ン
類
な
ど

色
鮮
や
か
な
花
が
今
を
盛

り
と
咲
き
競
っ
て
い
ま

す
。一

足
早
い
春
を
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

今
年
の
冬
は
暖
冬
傾
向

で
す
が
、
一
年
で
一
番
冷

え
込
み
の
厳
し
い
こ
の
時

期
は
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は

禁
物
で
す
。
室
内
の
鉢
花

類
、
特
に
高
温
を
必
要
と

す
る
観
葉
類
は
、
も
う
ひ

と
月
ほ
ど
次
の
点
に
注
意

し
て
管
理
し
ま
す
。

そ
の
１
…
水
の
や
り
過

ぎ
は
、
根
腐
れ
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
水
や
り
は
、

午
前
10
時
半
か
ら
11
時
半

こ
ろ
ま
で
に
、
汲
み
置
き

の
水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ま

す
。
水
や
り
後
に
は
、
必

ず
受
け
皿
に
た
ま
っ
た
水

を
捨
て
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暖
房
の
効
い
て

い
る
室
内
は
乾
燥
し
て
い

ま
す
。
過
乾
燥
に
よ
る
株

（4）平成12年２月13日第　　　号1720

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
附
属
の
演
劇
ス
タ

ジ
オ
で
は
、
３
月
25
・
26
日
に

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
の
第
１
回
公
演

「
町
か
ら
来
た
少
女
」
を
行
い

ま
す
。

演
劇
ス
タ
ジ
オ
と
は
、
素
晴

ら
し
い
舞
台
成
果
を
作
り
出
す

た
め
に
優
秀
な
人
材
を
、
地
元

か
ら
育
て
上
げ
て
い
く
場
と
し

て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
」
は
、

「
ア
ク
タ
ー
コ
ー
ス
」
の
受
講

生
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
、
大
人

に
交
じ
っ
て
受
け
た
小
・
中
学

生
た
ち
の
熱
意
に
応
え
る
た
め

に
開
設
し
た
コ
ー
ス
。
子
ど
も

た
ち
の
資
質
を
伸
ば
し
、
そ
の

成
果
を
実
際
の
舞
台
で
発
表
し

ま
す
。

受
講
生
７
人
は
、
11
月
下
旬

か
ら
演
技
、
ダ
ン
ス
、
歌
唱
の

基
礎
レ
ッ
ス
ン
を
重
ね
、
現
在
、

公
演
に
向
け
て
本
格
的
な
稽
古

を
行
っ
て
い
ま
す
。

演
目
の
「
町
か
ら
来
た
少
女
」

は
、
第
２
次
世
界
大
戦
末
期
の

ロ
シ
ア
が
舞
台
。
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
に
よ
る
空
襲
で
、
家
族
と
家

を
一
瞬
に
し
て
失
っ
た
少
女
ワ

ー
リ
ャ
が
主
人
公
で
す
。

行
く
当
て
も
な
く
立
ち
尽
く

す
ワ
ー
リ
ャ
を
、
温
か
く
迎
え

入
れ
る
ダ
ー
シ
ャ
一
家
と
の
触

れ
合
い
を
通
し
て
、
ワ
ー
リ
ャ

が
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
き
ま

す
。子

ど
も
た
ち
の
熱
演
を
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
25
日
午
後
３
時
開

演
、
26
日
午
後
２
時
開
演

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ
ジ

オ
Ｂ

申
し
込
み

２
月
29
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
１
枚
に

２
人
ま
で
）
に
公
演
名
、
観
覧

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
一
番
堀
通
町

３
・
２
、
同
館
事
業
課
（
�
２

２
４
・
７
０
０
０
）
へ
　
※
応

募
多
数
の
場
合
抽
選

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
５
月
14
日

に
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ギ
タ
ー
の
貴

公
子
「
ビ
セ
ン
テ
・
ア
ミ
ー
ゴ
」

の
公
演
を
行
い
ま
す
。

ビ
セ
ン
テ
は
、
新
鮮
な
感
覚

に
フ
ラ
メ
ン
コ
本
来
の
深
み
や

重
み
を
併
せ
持
つ
、
繊
細
か
つ

力
強
い
演
奏
で
、
フ
ラ
メ
ン
コ

界
に
強
い
衝
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。技

術
的
な
素
晴
ら
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
心
そ
の
も
の
を
感
じ

さ
せ
る
深
く
切
な
い
音
で
聴
衆

を
魅
了
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
音

に
魂
を
込
め
た
演
奏
で
、
人
気

を
博
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
10
年
来
の
仲
間
で

あ
る
第
２
ギ
タ
ー
の
ホ
セ
・
マ

ヌ
エ
ル
・
イ
エ
ロ
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
ボ
ー
カ
ル
の
パ
ト
リ

シ
オ
・
カ
マ
ラ
ら
も
出
演
。
若

手
ダ
ン
サ
ー
や
歌
手
と
と
も

に
、
フ
ラ
メ
ン
コ
の
だ
い
ご
味

を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

日
時

５
月
14
日
午
後
５
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円

※
２
月
18
日
か
ら
同
館
お
よ
び

市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

観葉植物の
管理について

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

東 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�241-4119）へ
�酒蔵探訪
集合場所・時間 同館・午後１時40分
参加費 100円

�思春期の茶の間
日時 ２月26日午後１時半～３時半
内容 子どもの心と向き合う
対象 子育て中の親先着20人　※保育
あり、予約制
�親子で楽しむ自然アカデミー
日時 ３月29日午前９時～午後４時半
会場 三川村立自然学校
対象 幼児～小学生と成人先着30人
※小学４年生以下は保護者同伴
参加費 親子１組4,000円（子ども１人増
ごとに1,000円追加）、個人参加2,300円

期　日 時　間 会　場 定　員

先着20人

先着15人

�今代司酒造

�越の華酒造

午後２時
～３時半

２/22

２/24

市 青 年 の 家
申し込み 同家（万代市民会館内�
246-7711）へ
�すぐに役立つ就職ガイダンス
日時 ３月１日午後１時～３時
対象 就職を希望する大学・短大・専門
学校生、ほか先着30人
�礼法入門～美しくなる心の作法
日時 ３月１・８日午後７時～８時半
内容 会社で役立つ礼法、冠婚葬祭のマ
ナー、ほか　
対象 35歳以下先着20人　参加費 300円

坂井輪地区公民館　まちづくりシンポジウム

坂井輪の明日を考える
日時 ３月12日午後２時～４時半
出席者 篠田昭（新潟日報社学芸部長）、
大熊孝（新潟大学教授）、ほか
対象 成人先着50人
申し込み 同館（�269-2043）へ

市役所周辺駐車場案内
市役所本館および分館の駐車場が混雑

している場合は、白山公園または陸上競
技場の駐車場を利用してください。
※市役所の用務での利用は、市役所駐車
場と同じ取り扱いとなります
�２月末までに周辺駐車場の混雑が予想
される日
期　日
15・16
20
22

夜
午後・夜
夜

23
24
29

午後・夜
午後
夜

時間帯 期　日 時間帯

演
目
は
�
町
か
ら
来
た
少
女
��

熱
心
に
稽
古
す
る
子
ど
も
た
ち

�ビセンテ・アミーゴ�公演�

５月14日�

ビセンテ・アミーゴ

ほ
か
、
入
賞
作
品
の
展
示
、
新

潟
出
身
俊
鋭
作
家
３
人
展
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
＝
表
＝
。

表
彰
式
は
、
マ
ン
ガ
大
賞
の

審
査
員
を
務
め
た
水
島
新
司
さ

ん
と
、
本
市
出
身
の
漫
画
家
・

佐
藤
純
也
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
て
、
２
月
19
日
午
後
２
時
か

ら
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ
ジ
オ
Ａ

で
実
施
。
水
島
さ
ん
と
佐
藤
さ

ん
の
対
談
も
行
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に

に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
の
前
身

で
あ
る
「
市
マ
ン
ガ
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
ス
ト
ー
リ
ー
部
門
の
優

秀
賞
を
、
平
成
11
年
に
は
講
談

社
ち
ば
て
つ
や
賞
（
一
般
部
門
）

大
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
将
来

期
待
さ
れ
て
い
る
漫
画
家
で
す
。

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
各
日
と
も
先
着
１
０
０
人

�
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�
開
催
開
催�

�
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
�
開
催�

に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
実
行

委
員
会
と
市
で
は
、
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
（
市
民
芸
術
文
化
会
館
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ス
タ
ジ
オ
Ａ
を

会
場
と
し
て
、
２
月
19
・
20
日

に
「
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

昨
年
11
月
に
入
賞
者
が
決
定
し

た
「
第
２
回
に
い
が
た
マ
ン
ガ

大
賞
」
の
表
彰
式
を
実
施
す
る

に
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
「
第

２
回
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
作

品
集
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
19
・
20
日
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
20
日
は
午
後

４
時
半
ま
で
）

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
表
彰
式
は
り
ゅ
ー
と
ぴ

あ
ス
タ
ジ
オ
Ａ
で
開
催
）

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課

（
�
内
線
２
１
５
４
）
へ

市
で
は
、
陶
芸
に
関
す
る
知

識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
明
鏡

高
校
の
大
型
ガ
ス
窯
を
利
用
し

て
「
陶
芸
専
門
コ
ー
ス
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
同
コ

ー
ス
の
一
環
と
し
て
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
、
元
国
際
交
流
基
金

客
員
教
授
で
陶
芸
家
の
坂
爪
勝

幸
さ
ん
。
日
本
各
地
は
も
ち
ろ

ん
、
ア
メ
リ
カ
で
も
数
多
く
の

個
展
を
開
い
た
経
歴
を
持
っ
て

い
ま
す
。
「
焼
〆
陶

や
き
し
め
と
う

〜
中
世
窖あ

な

窯が
ま

の
復
元
と
現
代
美
術
」
と
題

し
た
講
演
会
で
は
、
焼
き
物
や

人
と
の
出
合
い
な
ど
現
在
ま
で

の
経
緯
を
語
り
、
作
品
の
解
説

も
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時

３
月
11
日
午
後
２
時
〜

４
時

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ス
タ
ジ

オ
Ｂ

定
員

90
人

申
し
込
み

３
月
３
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

入
し
、
「
陶
芸
専
門
コ
ー
ス
公

開
講
座
参
加
希
望
」
と
明
記
の

上
、
〒
９
５
１
・
８
５
５
０
生

涯
学
習
課
（
�
内
線
３
２
５
４
）

へ
　
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

同
コ
ー
ス
の
受
講
生
・
修
了

生
と
、
講
師
の
佐
藤
公
平
さ
ん
、

佐
久
間
友
志
さ
ん
の
作
品
約
１

５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
10
日
〜
16
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
半
（
13
日
は

休
館
。
16
日
は
午
後
０
時
45
分

ま
で
）

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
へ

�
陶
芸
専
門
コ
ー
ス

陶
芸
専
門
コ
ー
ス
�
公
開
講
座
を
開
催

公
開
講
座
を
開
催�

�
陶
芸
専
門
コ
ー
ス
�
公
開
講
座
を
開
催�

市民が立ち上げた「新潟歌舞伎みなと座」の旗
揚げ公演が、１月30日から３日間にわたって、り
ゅーとぴあで行われました。１月30日と２月１日
には、みなと座だけで「伊達衣伽羅白萩

だ て ご ろ も め い ぼ く し ら は ぎ

」の伊達
館奥殿の場を熱演。年老いた乳母政岡が当主綱村
にいとまごいをする一幕を、情感たっぷりに演じ
きり、公演は大盛況のうちに幕を閉じました。

会場 日時 内　容

にいがたマンガ大賞入賞作品の展示

新潟出身俊鋭作家
３人展

聞いて学ぶグレー
ト講座Ｑ＆Ａ

選りすぐりマンガ
画材

同人誌コーナー

第２回にいがたマンガ大賞表彰式

水島新司さんと佐藤純也さんの対談

全国誌で活躍する新潟
出身の漫画家、花見沢
Ｑ太郎さん、佐野タカ
シさん、鬼魔あづささ
んの原画を展示
にいがたマンガ大賞の
２次審査を担当した漫
画家や編集長へのイン
タビューをビデオで上
映
にいがたマンガ大賞実
行委員が実際に使って
選んだ、漫画初心者向
けの安くて、新潟で手
に入る画材の紹介
新潟で活動している漫
画サークルの紹介

２月19・20日
午前10時

～午後６時
（20日は午後４
時半まで）

２月19日
午後２時～３時

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

ス

タ

ジ

オ

中地区公民館　知って得する安全食品

かしこい消費者になろう！
日時 ３月２日午前10時～正午
内容 遺伝子組み替え食品、ＪＡＳ法、
輸入食品、ほか　対象 成人先着20人
申し込み 同館（�271-0017）へ

市美術館 みんなで作る大きな版画
日時 ２月26日午後１時～４時半
対象 小・中学生20人　参加費 500円
申し込み ２月21日（必着）までに往
復はがきに講座名、住所、氏名、電話番
号を記入し、〒951-8556同館（�223-
1622）へ　※応募多数の場合抽選

こども創作活動館

紙粘土でルームプレートを作ろう
日時 ２月27日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 200円
申し込み 同館（�279-2113）へ

新潟テルサ

新社会人のためのビジネスマナー研修
日時 ３月29日午前９時半～午後５時
定員 先着40人　参加費 3,000円　
申し込み 同館（�281-1888）へ


